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平成２９年度三沢市放送番組審議会 会議録 

開催日時 平成２９年１１月２０日（月）午後１時３０分～３時００分 

場所 三沢市国際交流教育センター １階 団体活動室 

出席者 

会長 沼尾 一秋 委員 廣瀬 健児 

副会長 岩本 ヤヨエ 委員 佐藤 正宏 

委員 山上 里美 委員 後藤 健一 

委員 長谷川 覚仙   

委員 下久保 和成   

委員 長堀 晶   

事務局 
三沢市 種市市長、小松広報広聴課長、広報広聴課ＣＡＴＶ情報室  

種市室長兼放送サービス係長、浅野主査、中屋敷主事、下道主事 

会議次第 

１ 開会 

２ 審議会について説明 

３ 委嘱状交付 

４ 市長挨拶 

５ 組織会（会長・副会長選出） 

６ 会議 

（報告事項） 

  平成２９年度放送番組内容について 

  平成２９年度市民アンケート結果について 

  平成３０年度放送番組編成方針について 

（質疑、意見交換） 

７ 閉会 

会議の経過及び審議結果 

１ 開会 

 

２ 審議会について説明 

 

３ 委嘱状交付 

    委員となる２名へ、種市市長より委嘱状を交付した。 

４ 市長挨拶 

 

５ 組織会（会長・副会長選出） 

    会長に沼尾一秋氏、副会長に岩本ヤヨエ氏が選任された。 

６ 会議 
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（事務局より報告） 

【平成２９年度放送番組内容について】 

 下記の５点について説明及び報告した。 

 ・前年度の放送番組審議会にて提示した、平成２９年度の番組編成方針に基づき「総合

情報番組」へと改編したマックニュースラインの構成を維持し、①市内の出来事など

をお知らせするニュース、②各種イベントの開催時期に合わせた事前周知、収録済み

のイベントの放送日程告知などのショートコーナー、③市役所からの行政情報、市民

団体からのお知らせの 3部構成で放送した。 

・これまで事後放送してきた「アメリカンデー」について、集客を狙った生中継放送を

行った。 

・今年度開局 20周年を迎えたマックテレビの歩みを振り返る記念番組を制作した。 

・今年度、11月 1日からインターネット動画配信事業を開始した。 

・年間番組制作目標値と平成２９年度１０月現在の状況。 

 

【平成２９年度市民アンケート結果について】 

  昨年度の放送番組審議会での提案を受け、アンケート配布数を 1,000人から 1,500人

へと変更した。 

アンケート結果も概ね良好であることから、構成は維持し、さらに分かりやすい表現

やコンテンツ制作に磨きをかけていきたい。 

 

【平成３０年度放送番組編成方針について】 

  今後、エリアフルセグ方式による電波送信を予定しているが、本格展開するにあたり

民間の連盟より厳しい条件が出されており、通販番組の放送にも制限がかけられている。

そこで、現在午前 10 時から午前 11 時、及び深夜 12 時から午前 5 時にかけて放送して

いる通販番組の代わりに、平成 30 年からは、専門的なシンポジウム、市民大学講座、

議会放送などの長時間の番組を放送する予定である。 

  また、マックニュースラインやその他の番組については、良い点は伸ばし、市民アン

ケートにて指摘された点に関しては、改善していけるよう努めたい。 

 

（主な質疑及び意見） 

【平成２９年度放送番組内容について】 

委 員：  市民の方々は、番組表をどのようにして入手しているのか。 

事務局： チャンネルガイドを広報みさわに掲載している。より詳細な番組表については

EPG（dボタンを押すことで表示される電子番組表）をご利用いただくようにアナ

ウンスしている。 

委  員：  マックニュースラインについて、アナウンサーの背景をもっとオシャレなレイ
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アウトにしてはどうか。 

事務局： 今回のアンケート結果を受けて、何か背景に変化をつけていくよう、既に検討し

ている。  

 

【平成２９年度市民アンケート結果について】 

委  員：  昨年度と比べ、アンケートのサンプル数も増え、読み応えのあるアンケート

結果になったのではないか。 

       昨今は、広く様々な層の需要をカバーしながらも、より深い内容の番組が求

められている。 また、地域住民が主体となり、地域ならではの魅力を発信してい

く番組作りが全国的に取り組まれている。例えばではあるが、「面白市民」などを

キャスターやリポーターとして起用してみてはいかがだろうか。 

事務局：  検討したい。  

委  員： アンケートを実施し具体的な要望や意見も多数出てきているが、それを受けて

今後どうするつもりか。 

事務局：  応えられる意見・要望に関しては応えていきたい。意見や要望を取り入れ面白

い番組を作っていくことはもちろんである。予算との兼ね合いを考え、現状で改

善可能なものに関しては改善していきたい。  

委  員： 今回のアンケート結果について、回答していただいた市民の方々に対しての情

報開示はどのように行っているのか。 

事務局： 三沢市のホームページにて既に公表済みである。また、市役所の情報公開コーナ

ーでも公開している。  

委  員： アナウンサー本人がアンケート結果を見たらショックを受けるような厳しい意

見も見られるが、このままの内容で市民の方々にも公表しているのか。  

事務局：  意見は意見としてそのままお受けしている。市民の方々に対してもアンケート

結果をそのまま公開している。  

 

【平成３０年度放送番組編成方針について】 

委  員： 地域に根差したケーブルテレビ局ということで、市民の方が大きく関わる自主

制作番組をもっと作っていった方がよいのではないか。 

事務局：  検討したい。  

委  員： マックテレビの放送を受信できない家庭はどれくらいあるのか。  

事務局：  三沢市内のおおよそ 95％の世帯はケーブルが繋がっている。そのため、約 5%

の世帯は、マックテレビの番組を視聴できない。  

委  員： 約 5%のケーブルが繋がっていない世帯は、どのようにすればマックテレビが視

聴できるようになるのか。  

事務局： 現状では、料金を支払い、新たにケーブルを接続する方法しかない。しかし現在、
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ケーブルによる電波送信からエリアフルセグ方式による送信へと切り替える事業

を進めている。将来的には、各家庭にアンテナを立てることで、マックテレビの番

組が視聴可能となる予定である。 

委 員： 三沢市内の施設のスケジュールやイベントの情報をマックテレビで放送してはど

うか。また、三沢市内に限定せず、近隣の自治体の情報も放送してはどうか。 

事務局： 現在でも、文字放送やマックニュースライン内など様々な方法で告知をしている。

ただ、情報が市民に届いていないのであれば、もう少し別の方法も検討したい。 

 

 【三沢市ケーブルテレビジョン全般について】 

委  員： 台風や地震などの災害による休校の情報を可能であれば、マックテレビで放送

してほしい。 

事務局： 検討したい。 

委 員： 審議会の委員やマックテレビのスタッフなど、もう少し女性の数を増やしてみて

はいかがだろうか。 

事務局： 検討したい。 

   

７ 閉会 

 

 


